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一般社団法人電子情報技術産業協会

CEATEC 2024、本日より公式 Web サイトにて来場事前登録を開始

 併催イベント「JAPAN MOBILITY SHOW BIZWEEK 2024」と共通の来場

登録システムを採用、一度の登録で両展示会への入場が可能に

 100 を超える CEATEC 2024 のコンファレンスの聴講予約も受付開始

 25 周年特別セッション「未来を創る AI：イノベーションと挑戦」に OpenAI

Japan 合同会社 長﨑忠雄 代表執行役社長らの登壇が決定

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA：代表理事/会長 津賀 一宏 パナソニック ホー

ルディングス株式会社 取締役会長）は、2024 年 10 月 15 日(火)より 4 日間、幕張メッセ（千

葉市美浜区）にて開催する「CEATEC 2024」の来場事前登録を、本日 9 月 2 日(月)より CEATEC

2024 の公式 Web サイト（https://www.ceatec.com）にて開始したことを発表しました。

本年は日本自動車工業会が主催する「JAPAN MOBILITY SHOW BIZWEEK 2024」と併催

することが決定していることから、両展示会で共通の来場登録システムを採用しました。これ

により来場者は一度の登録で両展示会に入場することが可能となります。来場者が両展示会を

見学しやすい環境を整えることで、ビジネス共創の機会をさらに広げることを目指します。
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また、来場事前登録の開始とあわせて、CEATEC 2024 で実施する 100 を超えるコンファレ

ンスの聴講予約の受付を本日より開始しました。そのうち、会期初日の 10 月 15 日(火)には、

25 周年特別セッション「未来を創る AI：イノベーションと挑戦」を開催、OpenAI Japan 合

同会社 長﨑忠雄 代表執行役社長をはじめ、CEATEC 25 周年特別企画「AI for All」に出展す

る企業や団体からの登壇を予定しています。AI をけん引するキーパーソンによる講演を通じ

て、AI により実現する未来の社会を考えます。25 周年特別セッション以外にも、会期初日は

「Innovators Gathering」と題して、サステナビリティをテーマにいすゞ自動車株式会社 片山

正則 代表取締役 取締役会長 CEO やパナソニック ホールディングス株式会社 津賀一宏 取

締役会長らが登壇するセッションやデジタルの力で地方の個性を活かしながら社会課題の解

決と魅力の向上を図る「デジタル田園都市国家構想」に関連するセッションなどの開催を予定

しています。いずれも公式 Web サイトより聴講予約を受け付けています。

CEATEC 2024 の詳細および最新情報は、公式 Web サイトをご確認ください。

【 CEATEC 2024 公式 Web サイト： https://www.ceatec.com/ 】

名 称 ： CEATEC 2024（シーテック 2024）

会 期 ： 2024 年 10 月 15 日(火)～18 日(金)

・プレミアムタイム

10 月 15 日(火) 10:00～12:00

※プレミアムタイムは招待者およびプレスのみ入場いただけます

・一般公開（開場時間）

10 月 15 日(火) 12:00～17:00

10 月 16 日(水) ～10 月 18 日(金) 10:00～17:00

会 場 ： 幕張メッセ

入 場 ： 無料（全来場者登録入場制）

主 催 ： 一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

共 催 ： 一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）

一般社団法人ソフトウェア協会（SAJ）

■「JAPAN MOBILITY SHOW BIZWEEK 2024」と併催

モビリティ関連企業と次世代を担うスタートアップによる、ビジネス共創を生み出す

ビジネスイベントとして開催される「JAPAN MOBILITY SHOW BIZWEEK 2024」

と併催イベントとして連携します。共創によりモビリティの価値・体験を拡張させる

ことは Society 5.0 の実現に繋がります。産業の枠を超えて連携することで、テクノ

ロジーで社会を豊かにし、夢のある未来の実現を図ります。


